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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第３四半期連結
累計期間

第15期
第３四半期連結
累計期間

第14期

会計期間

自平成27年
４月１日
至平成27年
12月31日

自平成28年
４月１日
至平成28年
12月31日

自平成27年
４月１日
至平成28年
３月31日

売上高 百万円 517,336 539,598 676,743

経常利益 百万円 4,771 6,393 5,811

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
百万円 2,813 3,881 3,244

四半期包括利益又は包

括利益
百万円 3,859 5,175 3,183

純資産額 百万円 56,617 58,100 55,941

総資産額 百万円 244,115 255,739 219,689

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
円 182.48 263.26 210.43

潜在株式調整後１株当

たり四半期（当期）純

利益金額

円 － 236.98 －

自己資本比率 ％ 23.2 22.7 25.5

 

回次
第14期

第３四半期連結
会計期間

第15期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成27年
10月１日
至平成27年
12月31日

自平成28年
10月１日
至平成28年
12月31日

１株当たり四半期純利

益金額
円 80.89 99.70

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記

載しておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

３．第14期第３四半期連結累計期間及び第14期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．平成27年８月１日を効力発生日として、５株を１株とする株式併合を実施いたしました。このため、前連結

会計年度の期首に株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しておりま

す。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または、締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社グループにおける財政状態および経営成績の分析は、以下のとおりであります。

 文中の将来に関する事項については、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであ

ります。

 

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における経営環境は、景気は緩やかな回復基調ではあるものの、為替、株価が乱高下

するなど不安定な状況により、消費マインドの足踏みや生活防衛意識の高まり等による個人消費の伸び悩みに加

え、インバウンド需要にも変化が現れてくるなど、先行き不透明な状況で引き続き推移いたしました。

このような中、当社グループは中期経営計画の最終年度として、目標達成に向けた取り組みおよび将来に向けた

経営基盤の改善と強化を行ってまいりました。

具体的にはあらたグループ全体の売上拡大および売上総利益率の改善、物流センターの生産性の向上や間接業務

の効率改善に向けた業務軽装備化の推進による経費率の削減により収益力の向上を図りました。

また、当社グループの販売力、ネットワークを活かしたアドグッドブランドの展開強化ならびにインストアマー

ケティングによる店頭管理機能の強化にも取り組み、さらには、海外事業および越境ＥＣや将来に向けた新しい事

業展開をにらんだ取り組みなどを積極的に行ってまいりました。

 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は539,598百万円（前年同期比4.3％増）、営業利益は

6,016百万円（前年同期比28.1％増）、経常利益は6,393百万円（前年同期比34.0％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は3,881百万円（前年同期比38.0％増）となりました。

 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は255,739百万円となり、前連結会計年度末と比較して36,050百万円の

増加となりました。

資産の部では、流動資産は187,410百万円となり、前連結会計年度末と比較して35,536百万円の増加となりまし

た。これは主に受取手形及び売掛金が24,841百万円、商品及び製品が10,224百万円増加したことによるものであり

ます。

固定資産は68,329百万円となり、前連結会計年度末と比較して513百万円の増加となりました。これは主に投資

有価証券が1,920百万円増加し、土地が387百万円、有形固定資産その他に含まれる建設仮勘定が677百万円、のれ

んが219百万円減少したことによるものであります。

負債の部では、流動負債は160,321百万円となり、前連結会計年度末と比較して30,565百万円の増加となりまし

た。これは主に支払手形及び買掛金が24,368百万円、短期借入金が6,616百万円増加したことによるものでありま

す。

固定負債は37,317百万円となり、前連結会計年度末と比較して3,326百万円の増加となりました。これは主に社

債が5,750百万円増加し、長期借入金が3,011百万円減少したことによるものであります。

純資産の部は58,100百万円となり、前連結会計年度末と比較して2,158百万円の増加となり、自己資本比率は

22.7％となりました。
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　セグメントの業績につきましては、当社グループは、日用雑貨・化粧品等の卸売業を主たる事業とする単一セグ

メントであるため省略しておりますので、カテゴリー別および業態別の売上実績につきまして以下に記載いたしま

す。

 

カテゴリー別売上実績

当第３四半期連結累計期間におけるカテゴリー別売上実績は、次のとおりであります。

　（単位：百万円）
 

カテゴリー 主要商品
当第３四半期連結累計期間  

自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

前年同期比

   ％

Health & Beauty
化粧品・装粧品・石鹸・入浴剤・

オーラルケア
160,361 108.1

トイレタリー

衣料用洗剤・台所用洗剤・食器用

洗剤・住居用洗剤・芳香剤・防虫

剤・殺虫剤・乾電池・記録メディ

ア・照明用品・電気応用品・ＯＡ

用品・文具・食品・カー用品

132,903 105.1

紙製品
家庭紙・紙おむつ・ベビー用品・

衛生用品・生理用品
109,716 99.4

家庭用品
台所用雑貨・住居用雑貨・生活用

雑貨・レジャー用品・園芸用品
40,368 104.3

ペット用品・その他 ペット用品・その他 96,249 103.0

合計 539,598 104.3

（注）第１四半期連結会計期間より、カテゴリーの商品分類を一部変更しております。なお、前年同期比につきま

しては、前第３四半期連結累計期間の数値を組み替えて算定しております。

 

業態別売上実績

当第３四半期連結累計期間における業態別売上実績は、次のとおりであります。

（単位：百万円）
 

業態
当第３四半期連結累計期間  

自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

前年同期比

  ％

ドラッグストア 252,275 106.5

ホームセンター 92,447 101.4

ＳＭ 67,802 102.6

ディスカウント 38,920 105.7

ＧＭＳ 35,087 99.2

ＣＶＳ 4,775 72.1

その他 48,288 108.8

合計 539,598 104.3

（注）第１四半期連結会計期間より、業態別の分類を一部変更しております。なお、前年同期比につきましては、

前第３四半期連結累計期間の数値を組み替えて算定しております。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

該当事項はありません。

 

(4）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの主要な設備に著しい変動はありません。また、設備の新

設、除却等の計画に著しい変更はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。

 

(6）経営者の問題意識と今後の方針

当第３四半期連結累計期間において、経営者の問題意識と今後の方針について、重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,860,224 15,860,224
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式であり、単

元株式数は100

株でありま

す。

計 15,860,224 15,860,224 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成28年10月１日～

   平成28年12月31日
－ 15,860,224 － 5,000 － 28,280

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   1,331,400 2,062
－

完全議決権株式（その他） 普通株式  14,510,700 145,107 －

単元未満株式 普通株式      18,124 － －

発行済株式総数 15,860,224 － －

総株主の議決権 － 147,169 －

（注）１．「完全議決権株式(自己株式等)」欄の普通株式1,331,400株には、当社所有の自己株式が1,125,200株、「株式

給付信託（BBT）」制度に関する資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式が

206,200株（議決権の数2,062個）が含まれております。なお、当該議決権の数2,062個は、議決権不行使と

なっております。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が700株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数７個が含まれております。

３．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が11株、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が

所有する当社株式が50株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社あらた

東京都江東区東陽

六丁目３番２号
1,125,200 206,200 1,331,400 8.39

計 － 1,125,200 206,200 1,331,400 8.39

 （注）他人名義で保有している理由等

保有理由 名義人の氏名又は名称 名義人の住所

「株式給付信託（BBT）」制度の信

託財産として206,200株拠出

資産管理サービス信託銀行株

式会社（信託Ｅ口）

東京都中央区晴海１丁目８番12号

晴海トリトンスクエア　オフィスタワーＺ棟

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,119 13,588

受取手形及び売掛金 86,133 110,975

商品及び製品 27,971 38,196

繰延税金資産 927 491

その他 ※２ 22,877 ※２ 24,327

貸倒引当金 △155 △168

流動資産合計 151,873 187,410

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 21,415 21,627

土地 21,330 20,943

その他（純額） 8,094 7,105

有形固定資産合計 50,841 49,676

無形固定資産   

のれん 230 11

その他 3,550 3,584

無形固定資産合計 3,781 3,595

投資その他の資産   

投資有価証券 9,732 11,653

繰延税金資産 347 302

その他 3,598 3,141

貸倒引当金 △486 △40

投資その他の資産合計 13,192 15,057

固定資産合計 67,815 68,329

資産合計 219,689 255,739
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 72,135 96,503

短期借入金 37,145 43,761

未払法人税等 1,944 596

賞与引当金 1,738 725

その他 16,792 18,734

流動負債合計 129,756 160,321

固定負債   

社債 2,500 8,250

長期借入金 19,337 16,325

繰延税金負債 517 1,062

退職給付に係る負債 6,478 6,588

その他 5,158 5,091

固定負債合計 33,991 37,317

負債合計 163,747 197,639

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 23,101 23,101

利益剰余金 25,813 28,783

自己株式 △732 △2,839

株主資本合計 53,181 54,045

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,318 4,544

為替換算調整勘定 43 △15

退職給付に係る調整累計額 △620 △480

その他の包括利益累計額合計 2,741 4,048

非支配株主持分 18 6

純資産合計 55,941 58,100

負債純資産合計 219,689 255,739
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 517,336 539,598

売上原価 463,582 484,057

売上総利益 53,753 55,541

販売費及び一般管理費 49,055 49,525

営業利益 4,698 6,016

営業外収益   

受取利息 5 5

受取配当金 115 128

業務受託手数料 201 230

貸倒引当金戻入額 2 96

その他 368 459

営業外収益合計 692 920

営業外費用   

支払利息 428 339

売上債権売却損 120 91

その他 70 112

営業外費用合計 619 543

経常利益 4,771 6,393

特別利益   

固定資産売却益 1 50

投資有価証券売却益 15 0

特別利益合計 17 50

特別損失   

固定資産売却損 0 305

固定資産除却損 28 14

投資有価証券評価損 1 －

災害による損失 － 75

特別損失合計 29 395

税金等調整前四半期純利益 4,758 6,049

法人税、住民税及び事業税 1,665 1,687

法人税等調整額 291 490

法人税等合計 1,956 2,177

四半期純利益 2,801 3,871

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △11 △10

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,813 3,881
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 2,801 3,871

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,052 1,225

為替換算調整勘定 △10 △61

退職給付に係る調整額 14 140

その他の包括利益合計 1,057 1,304

四半期包括利益 3,859 5,175

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,872 5,188

非支配株主に係る四半期包括利益 △13 △12
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

 １．受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

受取手形割引高 137百万円 186百万円

 

※２．当社は、売上債権流動化を行っております。売上債権流動化にかかる金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

売掛金譲渡金額 28,883百万円 29,674百万円

債権譲渡に係る未収入金 5,423 4,864

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間にかかる四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間にかかる減価償却費（のれんを除く無形固定資産にかかる償却費を含む。）およびのれんの償却

額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

減価償却費 3,382百万円 3,308百万円

のれんの償却額 323 219
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 781 10 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

平成27年11月６日

取締役会
普通株式 390 25 平成27年９月30日 平成27年12月７日 利益剰余金

（注）１．平成27年６月26日定時株主総会の決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度に関

する資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金10百万円が

含まれております。

２．平成27年８月１日を効力発生日として、５株を１株とする株式併合を実施いたしました。

なお、平成27年６月26日定時株主総会の決議による１株当たり配当額には、当該株式併合が行われる

前の金額を記載しております。

３．平成27年11月６日取締役会の決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度に関する

資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金５百万円が含ま

れております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月13日

取締役会
普通株式 468 30 平成28年３月31日 平成28年６月13日 利益剰余金

平成28年11月２日

取締役会
普通株式 442 30 平成28年９月30日 平成28年12月６日 利益剰余金

（注）１．平成28年５月13日取締役会の決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度に関する

資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金６百万円が含ま

れております。

２．平成28年11月２日取締役会の決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度に関する

資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金６百万円が含ま

れております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、日用雑貨・化粧品等の卸売業を主たる事業とする単一セグメントであるため、記載を省略

しております。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 182円48銭 263円26銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 2,813 3,881

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（百万円）
2,813 3,881

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,416 14,744

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 236円98銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） － 1,635

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）１．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

２．平成27年８月１日を効力発生日として、５株を１株とする株式併合を実施いたしました。このため、前連結

会計年度の期首に株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

３．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、資産管理サービ

ス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式を控除対象の自己株式に含めております。

なお、１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第３四半期連

結累計期間が216千株、当第３四半期連結累計期間が208千株であります。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成28年11月２日開催の取締役会において、平成28年９月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主に

対し、当期中間配当を次のとおり支払う旨決議し、配当を行っております。

（１）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　 442百万円

（２）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　30円00銭

（３）支払請求の効力発生日および支払開始日　平成28年12月６日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成29年２月７日

株式会社あらた

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 由水　雅人　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 戸津　禎介　　印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あら

たの平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２８年１０月１

日から平成２８年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２８年４月１日から平成２８年１２月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あらた及び連結子会社の平成２８年１２月３１日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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